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明石一族を取り巻く「夢」 : “夢実現の共同体”
の視座から
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と考える。 〝夢語り共同体〟の精神は、簡潔にまとめると「吉夢を希求」し、かつ「吉夢の実現をはかる」ものであるのだが、物語においては、後者の「吉夢の実現をはかる」ことに焦点があてられており、 わば〝夢実現の共同体〟という意識を色濃く形成させ いる特徴が見られる。ともあれ、 〝 語り共同体〟の原初形態 精神が、物語というジャンルにおいて反映されて る可能性を探ることは有効であろう。　
本稿では、 『源氏物語』と執筆時期の近い漢文日記『御堂関白記』






































 早旦、出河原解除。近江守來語次云、去月廿六日夜、左府見可被重愼之夢。ゝ寤詣佛前、被致祈請 夜中 重示八月重厄之由……。
 









































































































































































見たと述べた際、道長は〝雨下るか〟と夢解 をし ところ、天皇の機嫌が良くなったと記さ い 道長の は、一条天皇が「夢」を得る前日に旱のため雨乞いの儀式を行っていたことを踏まえた上で ことであった
（
14）。貴族社会で生き抜くためには、 「円満な














































































もに同じ「夢」を見ただけでなく、それを天皇に奏上してい 。そこからは、 「夢」を複数の人物 共有す ことによってもたらされるものを獲得しようとする感覚意識の萌芽 窺える。　
そして、このような感覚意識は、物語のジャンルに至って、主に





いても採用されている。それは主に子出生の「夢」に顕著である。『うつほ物語』 「俊蔭」巻では、俊蔭の娘の男児出産の際に、奉仕している嫗が子出生の「夢」を見、 『源氏物語』では明石入道・源氏・柏木と う、母側ではなく父側が子出生の「夢」を見ている。物語では、母の抱く懊悩や父による功罪の意識を克明に描き す契機として子出生の「夢」が機能してい ようである
（
19）。そして、その精神




























懷妊の慶びを申す。自ら男女 問ふに、 「男なり」 と答ふ云々。又、
















天皇・道長両者の信任を得ながらも苦しい立場に立たされていたことがわかる。その最中で、行成は中宮彰子懐妊の「夢」を見たのであった。また、後に見た「夢」として記されている、後涼殿の南屏が顛倒し 様子は まさに行成の心的苦悩の現 であろう
（
22）。彰子の










































当を務めたり 一条天皇が死の直前に至って譲位について行成に相談をするなど、その間柄は親密であった。だが、宮廷の安定のためには、一条天皇と道長 関係強化 必要となってくる。そのため、行成は中宮彰子所生の敦成親王を即位させるよう説得をする様子（ 『権記』寛弘八年〔一〇一一〕五月廿七日条）
が日記中に描かれてい





のものではなく、一族 継承・共有して叶えてゆくのだとする態度が見て取れる。その後、明石御方は娘 女御 入道の手紙 存在を知らせ、 「疎き人にはな漏らさせたまひそ」
（若菜上④一二三）
と


































さなかった。朱雀帝と源氏の「夢」に至っては、語り合って共有するという現象にさえ至っていない。　『源氏物語』では、 「夢」をあえて共有しない手法をとることにより、その後の物語展開を構築している様子が窺えるのである。（二） 源氏と明石入道の「夢」――「夢」の共有／非共有　『源氏物語』では、夢主の得た「夢」について、関係者や周囲の者たちと共有するか否かを書き分ける「夢」の共有／非共有の構造という方法で描き出すことにより、 を展開 せる方法を創り出しているようである。それは 「明石物語」に顕著であ
（
26）。とりわ




































に源氏に近づいてくるしたたかな明石入道像が浮かび上がってくる。またさらに、源氏は入道の「夢」と自身の「夢」とが、あたかも呼応関係にあるような状態から、かつての「若紫」巻での夢占いで示された「違ひ目」という予言をも思い合わせたのではないか。すなわち、 「違ひ目」が契機と って出会う女君―― 「海竜王の后になるべきいつきむすめ」
（二〇四頁）
と人々から揶揄さ
れていた女君――により運命が切り拓かれる可能性を源氏は予感し、それを受け入れかねている態度を示す手段とし 、明石入道への「夢」 語らない措置をとったと考えてみたいのであ 。先述ように、源氏と明石 道には、 「違ひ目」とい 、政権 弾き出される事態が共通し 見ら た。その二者の「夢」が共鳴 合おとしてい のである。また、故桐壺院が源氏の「夢 現れ救 の手を差 伸べ ところと明石入道が源氏 娘 存在を打ち明けるころに共通 「住吉 神」
（明石②二二九・二四五）
が関わってい
るのも見逃せない。故桐壺院に至っては 源氏と明石一族と 一つにし、源氏の政権復帰と明石一族の栄達の二つを実現 せよう する意図が窺え する
（
28）。そこからは、源氏と明石入道双方の「夢」の






















する態度をとっている背景 らは、明石腹の女児を予言の子として認知 こと ためら 、新たな子への願望へとスライドさせていること、そして最愛の女性である紫上への配慮の意識が大きく作用していることが汲み取れてくるのである。　
一方で、明石入道は遠く「若菜上」巻に至って、ようやく娘明石


























































































































への眼差しを重視することによって、一族を団結させ栄達そして栄華の極みにまで昇りつめ のが「明石物語」ならば、 そうした「夢」の力を喪失し、一族の長であ 八の宮の残した言葉＝「遺言」に縛られ翻弄された世界が「宇治物語」といえる。　「明石物語」に特異な〝夢実現の共同体〟意識を根底に敷いた上での「夢」の描かれ方は、 『源氏物語』のど 一族にもも らされてはいないのである。　＊
　



































共有し、子孫へ語り伝えてゆく で栄達から栄華へとさらなる飛躍の道を辿ることができた。その正反対 位置する物語が「宇治物語」である。源氏と明石一族間 の「夢」を媒介とした共 の形成により、一族繁栄から弾かれた人物―八の宮がいるこ 忘れてはならない。八 宮は、正編ではその存在が明記されず、遠く「宇治物語」の始発部分に突如描 れる
（橋姫⑤一一七）
。源氏の政権復




























































先行研究は以下の通りである。西郷信綱『古代人と夢』平凡社、 一九七二年、森田兼吉「 『権記』の夢『小右記』の夢――女流日記文学の夢への序説」 『梅光女学院大学
　
日本文学研究』 第二十二巻、 一九八六年十一月、 上野勝之 「夢














8）　『小右記』には、 「大不忠人也」 ［大いに不忠の人なり］ （長和四年〔一〇一五年〕四月十三日条）など、道長を非難する言葉が散見する（服部一隆「
娍































そこには、 阿部好臣（ 「明石物語の位置――桐壺と 関わりにおいて」 語


























年）は「後涼殿、即ち女御たちの局のある所であり、その南側の塀の転倒とは、女御から滞りなく、すらすらと御産が されることを 象徴的に示している所だと思う」 と言及する。だが、 行成の心的苦悩に着目し 当 「夢」を解釈する方法も有効であると考え 事実、一条天皇と道長との間に挟まれたゆえの心的苦悩により見 「夢」は度々記されている。例えば、長保元年（九九〇）八月十九日条の「夢」 （ 「去夜夢可辭藏人頭之趣……」 ［去ぬる夜に、藏人頭を辭すべきの趣を夢む……］ ）は、行成が蔵 の職を辞める内容であったが、これ 前日（長保元年〔九九〇〕八月十八日条）に道長にごく近い大江匡衡の語った定子批判が関係していよう。また、この十日ほど前に中宮定子は御産 ため生昌邸へと移った（ 『日本紀略』 〔新訂増補國史大系十一〕長保元年〔 九〇〕八月 、 『枕草子』第六段「大進生昌が家に」にも詳しい） 。そこには、周囲の貴族たちが道長に憚って定子に邸を提供しなかった背景が る。すなわち、当「夢」においても定子を重んじる一条天皇と道長との不和 よりもたらされる行成の心的苦悩が
59
明石一族を取り巻く「夢」




















































ぐって――視線の問題」 『源氏物語のエクリチュール――記号と歴史』笠間書院、 二〇〇六年、 拙稿「 〈夢〉が見られない大君――宇治十帖の〈父〉 〈娘〉を導くもの」 『日本文学』第五十七巻第九号、二〇〇八年九月） 。よって、父霊の働きにより息子たちを和解させて を政権復帰させるという意味をも当該「夢」 併せて読み取る解釈も有効と考える。
（
36）　
日向一雅「Ⅰ
　
漢籍・仏典の注釈世界から／第四章
　
按察使大納言の遺
言と明石入道の「夢」――明石一門の始発と終結」 （ 『源氏物語
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